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小
学
校
部
会

教
師
向
け
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た
予
備
的
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
４
つ
の
要
素
に
つ
い
て
，
３
年
～
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
評
価
を
行
う
。
学
年
ご
と
に
重
点
を
置
き
，
評
価
す
る
。

評
価
要
素

学
習
の
振
り
返
り

５
課
題
を
発
見
し
，
調
査
計
画

概
ね
課
題
の
発
見
，
計
画
に

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

問
題
解
決
能
力

に
沿
っ
て
活
動
し
，
結
果
か

沿
っ
た
調
査
活
動
，
結
果
の

と
め
と
発
信
の
う
ち
，
い
く

と
め
と
発
見
は
あ
ま
り
で
き

４
ら
考
え
ま
と
め
，
工
夫
し
て

３
ま
と
め
と
発
信
を
し
て
い

２
つ
か
行
っ
て
い
る
。

１
て
い
な
い
。

発
信
し
て
い
る
。

る
。

７
自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

重
し
，
伝
え
合
い
，
考
え
を

重
し
伝
え
合
い
，
考
え
を
深

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

シ
ョ
ン
能
力

４
深
め
て
地
域
や
社
会
に
発
信

３
め
て
周
囲
の
人
や
友
達
に
発

２
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

１
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

し
て
い
る
。

信
し
て
い
る
。

な
い
。

１
３

未
来
に
向
け
て
よ
り
よ
い
環

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
を
づ

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
づ
く

環
境
や
社
会
に
つ
い
て
あ
ま

持
続
可
能
性
へ

境
や
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

く
り
が
大
切
だ
と
理
解
し
て

り
が
大
切
だ
と
思
う
こ
と
が

り
考
え
て
い
な
い
。

の
価
値
観

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
理
解

い
る
。

あ
る
。

４
し
，
地
域
や
社
会
で
活
動
し

３
２

１
て
い
る
。

１
７

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の

し
，
自
ら
積
極
的
に
活
動
し

し
て
い
る
。

す
る
こ
と
が
あ
る
。

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

活
動
に
参
加
す

て
い
る
。

る
力

４
３

２
１

（
社
会
参
画
力
）

※
高
学
年
の
み

・盛岡市の自主研修の計画を立てる。（２）

観光，産業，文化などのテーマをもって計画をする。

・他地域と気仙沼市を比較してまとめる。（４）

１ 未来の気仙沼について考えよう（１０時間） ●課題解決までの見通しをもち，

・これまで学習したことを振り返り，どんな気仙沼に 計画を立てることができる。

していきたいか考える。（２） 【課題解決能力】

例 ・観光都市として ・漁業都市として

・食のまちとして ・防災都市として

・環境都市として ・未来都市として

・福祉の街として

・自分が描いた気仙沼についてさらに詳しく追究す

る。各自課題を決める。（１） ●収集した情報を整理・分析し，

ま ・調査計画を立てる。（１） 課題解決へと結び付けることがで

と ・課題について調べ，未来の気仙沼市像を考える。 きる。 【課題解決能力】

め （６）

る 〈調べる方法の例〉

インターネット，電話インタビュー，気仙沼市報

など

未来の気仙沼について伝え合おう（１０時間） ●気仙沼の特徴やこれからの気仙

深 ・調べたことをまとめる。（４） 沼について感じたり，考えたりし

め 〈まとめ方の例〉 たことをまとめ，表現することが

る ポスター形式，新聞形式，パンフレットなど できるようにする。

２ ・ ・互いに発表を見合い，アドバイスし合ってよりよい 【コミュニケーション能力】

広 発表にする。（２） ●自分たちができることを考える

げ ・アドバイスをもとに，発表を修正したり，練習した ことができるようにする。

る りする。（２） 【自己の生き方を考える能力】

・まとめたことを保護者や地域へ発表する。（１）

・これからの気仙沼について話合い，自分たちができ

ることを考える。（１）

気仙沼市立新城小学校 第６学年 総合的な学習の時間 指導計画

単元名 未来の気仙沼を描こう

時間配当 ４月～７月,１月～２月（３８時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○ 気仙沼の特徴や震災からの復興計画，復興の様子について調べたり，これからの気仙沼を考え

たりする活動を通して，ふるさとに対する理解や愛着を深める。育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・気仙沼の産業や観光などに興味をもち，自ら追究する。

課題解決能力 ・計画的に調査したり，友達と話し合ったりしながら，収集した情報を整理・分析

し，課題解決へと結び付けることができる。

コミュニケー ・調べる方法を多角的に考えたり，友達の考えを聞いたりすることで，自分の考え

ション能力 や方法などを修正したり，深めたりすることができる。

・調査を通して，気仙沼の特徴やこれからの気仙沼について感じたり，考えたりし

たことを自分の生活と関連付けながらまとめ，表現することができる。

自己の生き方 ・一連の学習を通して，気仙沼のよさに気づき，ふるさとを愛する心をもち，自分

を考える力 たちができることを考えることができる。

教科･道徳等との関連

・社会科：６年 わたしたちの願いを実現する政治

・国語：町の幸福論 ・道徳：みんなのために（郷土愛）

体験活動・活用人材

・気仙沼の水産業について（三陸新報の記者，漁協職員）

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 気仙沼について知ろう（１０時間）

○ウェビングで気仙沼のイメージを広げ，本題材の流 ●気仙沼の産業や観光に関心をも

出 れを知る。（１） つことができる。【意欲・主体性】

会

う ○気仙沼市の特徴について調べ，理解する。（５） ●気仙沼について深く追求したい

・ゲストティーチャーの話を聞いて気仙沼市の現状 課題を設定することができる。

について理解する。 【コミュニケーション能力】

資料・・・わたしたちの気仙沼デジタル版

５ 気仙沼市公式WEBサイト

例： ○水産業のまちとしての気仙沼

・気仙沼ではどんな魚がとれるのか。

・年間の水揚げ高はどのくらいか。

・漁業に関する施設はどんなものがあるか。

・消費地への輸送はどうなっているのか。

○観光のまちとしての気仙沼

・観光名所（国立公園，大島，魚市場など）

・宿泊施設にはどんなところがあるか。

・年中行事やお祭りにはどんなものがあるか。

６ つ 他地域と気仙沼を比較してみよう（１２時間） ●収集した情報を整理・分析し，

か ・修学旅行地の盛岡市，仙北市，平泉町について調べ 課題解決へと結び付けることがで

む る。（６） きる。 【課題解決能力】
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○発表の仕方を学ぶ。（１）

・模造紙や画用紙にまとめる

・ペープサートを作り，劇で表現する

・クイズで聞き手の興味をひく など

１ ○調べて分かったことをまとめ，発表の準備をする。情報が足

りない点は再調査する。（６）

○発表会をして，グループで調べたことを紹介する。（２）

２ 地域のためにできることを考えよう（７時間） ●自分たちが住む地

生 ○各グループの発表内容から新城のよさを考える。（１） 域のよさを知り，

○新城のよさを生かすために，自分ができることを考え，実践 自分ができること

か する。（５） が何かを考え，実

例)・新城の豊かな自然を守るために，クリーン活動をし 践しようとする。

す よう。 【自己の生き方を考

・地域の人々とのつながりを作るために，あいさつ運 える】

３ 動をしよう。

○実践を振り返り，成長を振り返る。（１）

- 2 -

５ 名人をご招待（１３時間）

○地域の名人を招待する計画を立て，知りたいことなどを質

問事項にまとめる。（２）

○招待をするための準備をする。（２） ●疑問に思ったこと

体 ○名人を学校に招待し，体験活動を行ったり，お話を伺ったり や感想を名人に伝

験 する。（３） え，コミュニケー

す 例）・自然名人 ションを図ること

る ・しめ縄作り名人 ができる。

・野菜づくり名人 【コミュニケーション

・りんご作り名人 能力】

６ ○名人に教わったことをまとめる。（３）

○まとめたことを発表し，地域にはたくさんの名人がいること

を確認する。（２）

○お世話になった名人にお礼の手紙を書く。（１）

「新城といえば○○○」を考えよう（１２時間）

○生活科やこれまでの学習を振り返り，自分たちが住む地域の ●新城地区の環境や

７ よさを挙げる。（１） 人々について関心

○地域に住む大人（保護者）が感じている新城のよさをアンケ をもち，自分たち

調 ートにして聞き取り調査させる。（２） の生活とのつなが

○地域に住む大人（保護者）が感じる新城のよさをまとめて紹 りについて興味を

介し，地域のよさについて，話し合う。（５） もって調べようと

べ ○児童や大人が考える新城のよさについて，イメージマップを する。

８ 作りながら，「環境」「人と仕事」「自然，動植物」「伝統」な 【意欲・主体性】

・ どのようにグループ化する。（１） ●課題解決学習の方

９ る ○分類した項目の中で，興味をもったことや，調べてみたいこ 法や手順など，総

とについて学習課題を設定する。（１） 合的な学習の時間

○課題ごとにグループを作る。（１） の学び方を知る。

○課題に対する予想を立て，調べる方法を考える。（１） 【課題解決能力】

地域のよさを調べよう（１６時間） ●課題に対して，テ

○様々な調べ方を学ぶ。（１） ーマに沿った調べ

・電話をかける 方やまとめ方を工

ま ・ＦＡＸする 夫し，発表するこ

と ・インターネット とができる。

め ・図書室の本から必要な情報を抜き出す 【課題解決能力】

る ・アンケートをとる ●調査活動やまとめ

・インタビューする など る活動では，友達

○前時までの「調べ方」を生かして，課題について情報収集す と協力して活動す

る。（４） ることができる。

12 ○得られた情報を整理し，予想に対して調べた結果や考えをま 【コミュニケーショ

とめる。（２） ン能力】

- 1 -

気仙沼市立新城小学校 第３学年 総合的な学習の時間 指導計画

主題名 地域のよさを調べよう

時間配当 ４月～９月，１１～３月（５３時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○様々な技能や特技をもった方について調べる活動を通して，自分たちが住む地域に関心をもつ。

○新城地区の環境や，産業など地域についての調査を通して，地域のよさを知り，自分たちが住む

地域への愛着を深める。

育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・新城地区の環境や人々について関心をもち，自分たちの生活とのつながりに

ついて興味をもって調べようとする。

課題解決能力 ・課題解決学習の方法や手順など，総合的な学習の時間の学び方を知る。

・課題に対して，テーマに沿った調べ方やまとめ方を工夫し，発表することが

できる。

コミュニケー ・疑問に思ったことや感想を相手に伝えることができる。

ション能力 ・調査活動やまとめる活動では，友達と協力して活動することができる。

自己の生き方を ・自分たちが住む地域のよさを知り，自分ができることが何かを考え，実践し

考える力 ようとする。

教科･道徳等との関連

・国語科：「話を聞いてメモをとろう」，「研究レポートを書こう」，「わたしたちの町の行事をし

ょうかいしよう」

・社会科：「学校のまわり」，「のこしたいもの つたえたいもの」

・道徳：「祭りだいこ（郷土愛）」

体験活動・活用人材

・地域の野菜づくり名人 ・地域の果樹園

・地域の自然名人 ・しめ縄作り名人 他

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 総合的な学習のガイダンス（１時間）

出 ○総合的な学習の時間で学習することや，学習の進め方を知る。 ●新城地区にいる名

会 （１） 人について，興味

う をもって調べよう

・ 地域の名人をさがそう（４時間） とする。

つ ○新城にはどんな名人がいるかを考える。（１） 【意欲・主体性】

か ※地域にはどんな名人がいるか，家族に聞き取り調査をさ

む せる。

○聞き取り調査をしてきたことを発表し，地域にはどんな名人

がいるかを知る。（１）

○新城・落合学区の地図を見て，名人がどこにいるかを確認す

る。（２）

※３年生の保護者に関係のある名人を取り上げるとよい。
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児
童
用
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

３
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
新
城
の
よ
さ
を
調
べ
よ
う
」
学
習
シ
ー
ト
（

月
日
）
３
年

組
名
前

ふ
り
か
え
り
の
め
や
す

学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う

で
き
た
も
の
に
○
を
つ
け
よ
う
。

学
び
方

４
３

２
１

を
ふ
り

（
）
新
城
の
よ
さ
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ
と
を
見
付
け
た
。

か
え
ろ

学
習
感
想

う
（

）
計
画
を
立
て
，
計
画
に
そ
っ
て
活
動
し
た
。

（
）
調
べ
た
こ
と
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
持
っ
た
。

（
）
学
級
の
友
達
や
家
族
に
向
け
て
，
工
夫
し
て
発
表
で
き
た
。

４
上
の
４
つ
が
す
べ
て
３
上
の
う
ち
３
つ
が
で
２
上
の
う
ち
２
つ
が
で
１
上
の
う
ち
１
つ
が
で

で
き
た
。

き
た
。

き
た
。

き
た
。

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
や
歴

桜
，
大
川
，
り
ん

考
え
方

の
つ
な
が
り
，
歴
史

の
つ
な
が
り
，
歴
史

史
に
つ
い
て
，
気
付

ご
園
な
ど
，
調
べ
た

４
３

２
１

に
つ
い

と
人
の
つ
な
が
り
，

と
人
の
つ
な
が
り
に

い
た
。

題
材
に
つ
い
て
，
気

て
ふ
り

４
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
３
気
付
い
た
。

２
１
付
い
た
。

学
習
感
想

か
え
ろ

の
思
い
に
気
付
い

う
た
。
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小
学
校
部
会

教
師
向
け
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た
予
備
的
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
４
つ
の
要
素
に
つ
い
て
，
３
年
～
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
評
価
を
行
う
。
学
年
ご
と
に
重
点
を
置
き
，
評
価
す
る
。

評
価
要
素

学
習
の
振
り
返
り

５
課
題
を
発
見
し
，
調
査
計
画

概
ね
課
題
の
発
見
，
計
画
に

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

問
題
解
決
能
力

に
沿
っ
て
活
動
し
，
結
果
か

沿
っ
た
調
査
活
動
，
結
果
の

と
め
と
発
信
の
う
ち
，
い
く

と
め
と
発
見
は
あ
ま
り
で
き

４
ら
考
え
ま
と
め
，
工
夫
し
て

３
ま
と
め
と
発
信
を
し
て
い

２
つ
か
行
っ
て
い
る
。

１
て
い
な
い
。

発
信
し
て
い
る
。

る
。

７
自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

重
し
，
伝
え
合
い
，
考
え
を

重
し
伝
え
合
い
，
考
え
を
深

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

シ
ョ
ン
能
力

４
深
め
て
地
域
や
社
会
に
発
信

３
め
て
周
囲
の
人
や
友
達
に
発

２
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

１
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

し
て
い
る
。

信
し
て
い
る
。

な
い
。

１
３

未
来
に
向
け
て
よ
り
よ
い
環

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
を
づ

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
づ
く

環
境
や
社
会
に
つ
い
て
あ
ま

持
続
可
能
性
へ

境
や
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

く
り
が
大
切
だ
と
理
解
し
て

り
が
大
切
だ
と
思
う
こ
と
が

り
考
え
て
い
な
い
。

の
価
値
観

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
理
解

い
る
。

あ
る
。

４
し
，
地
域
や
社
会
で
活
動
し

３
２

１
て
い
る
。

１
７

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の

し
，
自
ら
積
極
的
に
活
動
し

し
て
い
る
。

す
る
こ
と
が
あ
る
。

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

活
動
に
参
加
す

て
い
る
。

る
力

４
３

２
１

（
社
会
参
画
力
）

※
高
学
年
の
み

・盛岡市の自主研修の計画を立てる。（２）

観光，産業，文化などのテーマをもって計画をする。

・他地域と気仙沼市を比較してまとめる。（４）

１ 未来の気仙沼について考えよう（１０時間） ●課題解決までの見通しをもち，

・これまで学習したことを振り返り，どんな気仙沼に 計画を立てることができる。

していきたいか考える。（２） 【課題解決能力】

例 ・観光都市として ・漁業都市として

・食のまちとして ・防災都市として

・環境都市として ・未来都市として

・福祉の街として

・自分が描いた気仙沼についてさらに詳しく追究す

る。各自課題を決める。（１） ●収集した情報を整理・分析し，

ま ・調査計画を立てる。（１） 課題解決へと結び付けることがで

と ・課題について調べ，未来の気仙沼市像を考える。 きる。 【課題解決能力】

め （６）

る 〈調べる方法の例〉

インターネット，電話インタビュー，気仙沼市報

など

未来の気仙沼について伝え合おう（１０時間） ●気仙沼の特徴やこれからの気仙

深 ・調べたことをまとめる。（４） 沼について感じたり，考えたりし

め 〈まとめ方の例〉 たことをまとめ，表現することが

る ポスター形式，新聞形式，パンフレットなど できるようにする。

２ ・ ・互いに発表を見合い，アドバイスし合ってよりよい 【コミュニケーション能力】

広 発表にする。（２） ●自分たちができることを考える

げ ・アドバイスをもとに，発表を修正したり，練習した ことができるようにする。

る りする。（２） 【自己の生き方を考える能力】

・まとめたことを保護者や地域へ発表する。（１）

・これからの気仙沼について話合い，自分たちができ

ることを考える。（１）

気仙沼市立新城小学校 第６学年 総合的な学習の時間 指導計画

単元名 未来の気仙沼を描こう

時間配当 ４月～７月,１月～２月（３８時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○ 気仙沼の特徴や震災からの復興計画，復興の様子について調べたり，これからの気仙沼を考え

たりする活動を通して，ふるさとに対する理解や愛着を深める。育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・気仙沼の産業や観光などに興味をもち，自ら追究する。

課題解決能力 ・計画的に調査したり，友達と話し合ったりしながら，収集した情報を整理・分析

し，課題解決へと結び付けることができる。

コミュニケー ・調べる方法を多角的に考えたり，友達の考えを聞いたりすることで，自分の考え

ション能力 や方法などを修正したり，深めたりすることができる。

・調査を通して，気仙沼の特徴やこれからの気仙沼について感じたり，考えたりし

たことを自分の生活と関連付けながらまとめ，表現することができる。

自己の生き方 ・一連の学習を通して，気仙沼のよさに気づき，ふるさとを愛する心をもち，自分

を考える力 たちができることを考えることができる。

教科･道徳等との関連

・社会科：６年 わたしたちの願いを実現する政治

・国語：町の幸福論 ・道徳：みんなのために（郷土愛）

体験活動・活用人材

・気仙沼の水産業について（三陸新報の記者，漁協職員）

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 気仙沼について知ろう（１０時間）

○ウェビングで気仙沼のイメージを広げ，本題材の流 ●気仙沼の産業や観光に関心をも

出 れを知る。（１） つことができる。【意欲・主体性】

会

う ○気仙沼市の特徴について調べ，理解する。（５） ●気仙沼について深く追求したい

・ゲストティーチャーの話を聞いて気仙沼市の現状 課題を設定することができる。

について理解する。 【コミュニケーション能力】

資料・・・わたしたちの気仙沼デジタル版

５ 気仙沼市公式WEBサイト

例： ○水産業のまちとしての気仙沼

・気仙沼ではどんな魚がとれるのか。

・年間の水揚げ高はどのくらいか。

・漁業に関する施設はどんなものがあるか。

・消費地への輸送はどうなっているのか。

○観光のまちとしての気仙沼

・観光名所（国立公園，大島，魚市場など）

・宿泊施設にはどんなところがあるか。

・年中行事やお祭りにはどんなものがあるか。

６ つ 他地域と気仙沼を比較してみよう（１２時間） ●収集した情報を整理・分析し，

か ・修学旅行地の盛岡市，仙北市，平泉町について調べ 課題解決へと結び付けることがで

む る。（６） きる。 【課題解決能力】

- 3 -

○発表の仕方を学ぶ。（１）

・模造紙や画用紙にまとめる

・ペープサートを作り，劇で表現する

・クイズで聞き手の興味をひく など

１ ○調べて分かったことをまとめ，発表の準備をする。情報が足

りない点は再調査する。（６）

○発表会をして，グループで調べたことを紹介する。（２）

２ 地域のためにできることを考えよう（７時間） ●自分たちが住む地

生 ○各グループの発表内容から新城のよさを考える。（１） 域のよさを知り，

○新城のよさを生かすために，自分ができることを考え，実践 自分ができること

か する。（５） が何かを考え，実

例)・新城の豊かな自然を守るために，クリーン活動をし 践しようとする。

す よう。 【自己の生き方を考

・地域の人々とのつながりを作るために，あいさつ運 える】

３ 動をしよう。

○実践を振り返り，成長を振り返る。（１）

- 2 -

５ 名人をご招待（１３時間）

○地域の名人を招待する計画を立て，知りたいことなどを質

問事項にまとめる。（２）

○招待をするための準備をする。（２） ●疑問に思ったこと

体 ○名人を学校に招待し，体験活動を行ったり，お話を伺ったり や感想を名人に伝

験 する。（３） え，コミュニケー

す 例）・自然名人 ションを図ること

る ・しめ縄作り名人 ができる。

・野菜づくり名人 【コミュニケーション

・りんご作り名人 能力】

６ ○名人に教わったことをまとめる。（３）

○まとめたことを発表し，地域にはたくさんの名人がいること

を確認する。（２）

○お世話になった名人にお礼の手紙を書く。（１）

「新城といえば○○○」を考えよう（１２時間）

○生活科やこれまでの学習を振り返り，自分たちが住む地域の ●新城地区の環境や

７ よさを挙げる。（１） 人々について関心

○地域に住む大人（保護者）が感じている新城のよさをアンケ をもち，自分たち

調 ートにして聞き取り調査させる。（２） の生活とのつなが

○地域に住む大人（保護者）が感じる新城のよさをまとめて紹 りについて興味を

介し，地域のよさについて，話し合う。（５） もって調べようと

べ ○児童や大人が考える新城のよさについて，イメージマップを する。

８ 作りながら，「環境」「人と仕事」「自然，動植物」「伝統」な 【意欲・主体性】

・ どのようにグループ化する。（１） ●課題解決学習の方

９ る ○分類した項目の中で，興味をもったことや，調べてみたいこ 法や手順など，総

とについて学習課題を設定する。（１） 合的な学習の時間

○課題ごとにグループを作る。（１） の学び方を知る。

○課題に対する予想を立て，調べる方法を考える。（１） 【課題解決能力】

地域のよさを調べよう（１６時間） ●課題に対して，テ

○様々な調べ方を学ぶ。（１） ーマに沿った調べ

・電話をかける 方やまとめ方を工

ま ・ＦＡＸする 夫し，発表するこ

と ・インターネット とができる。

め ・図書室の本から必要な情報を抜き出す 【課題解決能力】

る ・アンケートをとる ●調査活動やまとめ

・インタビューする など る活動では，友達

○前時までの「調べ方」を生かして，課題について情報収集す と協力して活動す

る。（４） ることができる。

12 ○得られた情報を整理し，予想に対して調べた結果や考えをま 【コミュニケーショ

とめる。（２） ン能力】

- 1 -

気仙沼市立新城小学校 第３学年 総合的な学習の時間 指導計画

主題名 地域のよさを調べよう

時間配当 ４月～９月，１１～３月（５３時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○様々な技能や特技をもった方について調べる活動を通して，自分たちが住む地域に関心をもつ。

○新城地区の環境や，産業など地域についての調査を通して，地域のよさを知り，自分たちが住む

地域への愛着を深める。

育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・新城地区の環境や人々について関心をもち，自分たちの生活とのつながりに

ついて興味をもって調べようとする。

課題解決能力 ・課題解決学習の方法や手順など，総合的な学習の時間の学び方を知る。

・課題に対して，テーマに沿った調べ方やまとめ方を工夫し，発表することが

できる。

コミュニケー ・疑問に思ったことや感想を相手に伝えることができる。

ション能力 ・調査活動やまとめる活動では，友達と協力して活動することができる。

自己の生き方を ・自分たちが住む地域のよさを知り，自分ができることが何かを考え，実践し

考える力 ようとする。

教科･道徳等との関連

・国語科：「話を聞いてメモをとろう」，「研究レポートを書こう」，「わたしたちの町の行事をし

ょうかいしよう」

・社会科：「学校のまわり」，「のこしたいもの つたえたいもの」

・道徳：「祭りだいこ（郷土愛）」

体験活動・活用人材

・地域の野菜づくり名人 ・地域の果樹園

・地域の自然名人 ・しめ縄作り名人 他

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 総合的な学習のガイダンス（１時間）

出 ○総合的な学習の時間で学習することや，学習の進め方を知る。 ●新城地区にいる名

会 （１） 人について，興味

う をもって調べよう

・ 地域の名人をさがそう（４時間） とする。

つ ○新城にはどんな名人がいるかを考える。（１） 【意欲・主体性】

か ※地域にはどんな名人がいるか，家族に聞き取り調査をさ

む せる。

○聞き取り調査をしてきたことを発表し，地域にはどんな名人

がいるかを知る。（１）

○新城・落合学区の地図を見て，名人がどこにいるかを確認す

る。（２）

※３年生の保護者に関係のある名人を取り上げるとよい。
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児
童
用
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

３
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
新
城
の
よ
さ
を
調
べ
よ
う
」
学
習
シ
ー
ト
（

月
日
）
３
年

組
名
前

ふ
り
か
え
り
の
め
や
す

学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う

で
き
た
も
の
に
○
を
つ
け
よ
う
。

学
び
方

４
３

２
１

を
ふ
り

（
）
新
城
の
よ
さ
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ
と
を
見
付
け
た
。

か
え
ろ

学
習
感
想

う
（

）
計
画
を
立
て
，
計
画
に
そ
っ
て
活
動
し
た
。

（
）
調
べ
た
こ
と
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
持
っ
た
。

（
）
学
級
の
友
達
や
家
族
に
向
け
て
，
工
夫
し
て
発
表
で
き
た
。

４
上
の
４
つ
が
す
べ
て
３
上
の
う
ち
３
つ
が
で
２
上
の
う
ち
２
つ
が
で
１
上
の
う
ち
１
つ
が
で

で
き
た
。

き
た
。

き
た
。

き
た
。

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
や
歴

桜
，
大
川
，
り
ん

考
え
方

の
つ
な
が
り
，
歴
史

の
つ
な
が
り
，
歴
史

史
に
つ
い
て
，
気
付

ご
園
な
ど
，
調
べ
た

４
３

２
１

に
つ
い

と
人
の
つ
な
が
り
，

と
人
の
つ
な
が
り
に

い
た
。

題
材
に
つ
い
て
，
気

て
ふ
り

４
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
３
気
付
い
た
。

２
１
付
い
た
。

学
習
感
想

か
え
ろ

の
思
い
に
気
付
い

う
た
。
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小
学
校
部
会

教
師
向
け
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
た
予
備
的
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
４
つ
の
要
素
に
つ
い
て
，
３
年
～
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
評
価
を
行
う
。
学
年
ご
と
に
重
点
を
置
き
，
評
価
す
る
。

評
価
要
素

学
習
の
振
り
返
り

５
課
題
を
発
見
し
，
調
査
計
画

概
ね
課
題
の
発
見
，
計
画
に

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

課
題
発
見
，
調
査
活
動
，
ま

問
題
解
決
能
力

に
沿
っ
て
活
動
し
，
結
果
か

沿
っ
た
調
査
活
動
，
結
果
の

と
め
と
発
信
の
う
ち
，
い
く

と
め
と
発
見
は
あ
ま
り
で
き

４
ら
考
え
ま
と
め
，
工
夫
し
て

３
ま
と
め
と
発
信
を
し
て
い

２
つ
か
行
っ
て
い
る
。

１
て
い
な
い
。

発
信
し
て
い
る
。

る
。

７
自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
他
の
考
え
や
気
付
き
を
尊

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

自
分
の
考
え
や
気
付
き
と
共

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

重
し
，
伝
え
合
い
，
考
え
を

重
し
伝
え
合
い
，
考
え
を
深

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

に
，
他
者
の
考
え
を
理
解
し

シ
ョ
ン
能
力

４
深
め
て
地
域
や
社
会
に
発
信

３
め
て
周
囲
の
人
や
友
達
に
発

２
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

１
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

し
て
い
る
。

信
し
て
い
る
。

な
い
。

１
３

未
来
に
向
け
て
よ
り
よ
い
環

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
を
づ

よ
い
良
い
環
境
や
社
会
づ
く

環
境
や
社
会
に
つ
い
て
あ
ま

持
続
可
能
性
へ

境
や
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

く
り
が
大
切
だ
と
理
解
し
て

り
が
大
切
だ
と
思
う
こ
と
が

り
考
え
て
い
な
い
。

の
価
値
観

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
理
解

い
る
。

あ
る
。

４
し
，
地
域
や
社
会
で
活
動
し

３
２

１
て
い
る
。

１
７

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の
活
動
に
参
加

地
域
や
社
会
の

し
，
自
ら
積
極
的
に
活
動
し

し
て
い
る
。

す
る
こ
と
が
あ
る
。

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

活
動
に
参
加
す

て
い
る
。

る
力

４
３

２
１

（
社
会
参
画
力
）

※
高
学
年
の
み

・盛岡市の自主研修の計画を立てる。（２）

観光，産業，文化などのテーマをもって計画をする。

・他地域と気仙沼市を比較してまとめる。（４）

１ 未来の気仙沼について考えよう（１０時間） ●課題解決までの見通しをもち，

・これまで学習したことを振り返り，どんな気仙沼に 計画を立てることができる。

していきたいか考える。（２） 【課題解決能力】

例 ・観光都市として ・漁業都市として

・食のまちとして ・防災都市として

・環境都市として ・未来都市として

・福祉の街として

・自分が描いた気仙沼についてさらに詳しく追究す

る。各自課題を決める。（１） ●収集した情報を整理・分析し，

ま ・調査計画を立てる。（１） 課題解決へと結び付けることがで

と ・課題について調べ，未来の気仙沼市像を考える。 きる。 【課題解決能力】

め （６）

る 〈調べる方法の例〉

インターネット，電話インタビュー，気仙沼市報

など

未来の気仙沼について伝え合おう（１０時間） ●気仙沼の特徴やこれからの気仙

深 ・調べたことをまとめる。（４） 沼について感じたり，考えたりし

め 〈まとめ方の例〉 たことをまとめ，表現することが

る ポスター形式，新聞形式，パンフレットなど できるようにする。

２ ・ ・互いに発表を見合い，アドバイスし合ってよりよい 【コミュニケーション能力】

広 発表にする。（２） ●自分たちができることを考える

げ ・アドバイスをもとに，発表を修正したり，練習した ことができるようにする。

る りする。（２） 【自己の生き方を考える能力】

・まとめたことを保護者や地域へ発表する。（１）

・これからの気仙沼について話合い，自分たちができ

ることを考える。（１）

気仙沼市立新城小学校 第６学年 総合的な学習の時間 指導計画

単元名 未来の気仙沼を描こう

時間配当 ４月～７月,１月～２月（３８時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○ 気仙沼の特徴や震災からの復興計画，復興の様子について調べたり，これからの気仙沼を考え

たりする活動を通して，ふるさとに対する理解や愛着を深める。育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・気仙沼の産業や観光などに興味をもち，自ら追究する。

課題解決能力 ・計画的に調査したり，友達と話し合ったりしながら，収集した情報を整理・分析

し，課題解決へと結び付けることができる。

コミュニケー ・調べる方法を多角的に考えたり，友達の考えを聞いたりすることで，自分の考え

ション能力 や方法などを修正したり，深めたりすることができる。

・調査を通して，気仙沼の特徴やこれからの気仙沼について感じたり，考えたりし

たことを自分の生活と関連付けながらまとめ，表現することができる。

自己の生き方 ・一連の学習を通して，気仙沼のよさに気づき，ふるさとを愛する心をもち，自分

を考える力 たちができることを考えることができる。

教科･道徳等との関連

・社会科：６年 わたしたちの願いを実現する政治

・国語：町の幸福論 ・道徳：みんなのために（郷土愛）

体験活動・活用人材

・気仙沼の水産業について（三陸新報の記者，漁協職員）

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 気仙沼について知ろう（１０時間）

○ウェビングで気仙沼のイメージを広げ，本題材の流 ●気仙沼の産業や観光に関心をも

出 れを知る。（１） つことができる。【意欲・主体性】

会

う ○気仙沼市の特徴について調べ，理解する。（５） ●気仙沼について深く追求したい

・ゲストティーチャーの話を聞いて気仙沼市の現状 課題を設定することができる。

について理解する。 【コミュニケーション能力】

資料・・・わたしたちの気仙沼デジタル版

５ 気仙沼市公式WEBサイト

例： ○水産業のまちとしての気仙沼

・気仙沼ではどんな魚がとれるのか。

・年間の水揚げ高はどのくらいか。

・漁業に関する施設はどんなものがあるか。

・消費地への輸送はどうなっているのか。

○観光のまちとしての気仙沼

・観光名所（国立公園，大島，魚市場など）

・宿泊施設にはどんなところがあるか。

・年中行事やお祭りにはどんなものがあるか。

６ つ 他地域と気仙沼を比較してみよう（１２時間） ●収集した情報を整理・分析し，

か ・修学旅行地の盛岡市，仙北市，平泉町について調べ 課題解決へと結び付けることがで

む る。（６） きる。 【課題解決能力】
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○発表の仕方を学ぶ。（１）

・模造紙や画用紙にまとめる

・ペープサートを作り，劇で表現する

・クイズで聞き手の興味をひく など

１ ○調べて分かったことをまとめ，発表の準備をする。情報が足

りない点は再調査する。（６）

○発表会をして，グループで調べたことを紹介する。（２）

２ 地域のためにできることを考えよう（７時間） ●自分たちが住む地

生 ○各グループの発表内容から新城のよさを考える。（１） 域のよさを知り，

○新城のよさを生かすために，自分ができることを考え，実践 自分ができること

か する。（５） が何かを考え，実

例)・新城の豊かな自然を守るために，クリーン活動をし 践しようとする。

す よう。 【自己の生き方を考

・地域の人々とのつながりを作るために，あいさつ運 える】

３ 動をしよう。

○実践を振り返り，成長を振り返る。（１）

- 2 -

５ 名人をご招待（１３時間）

○地域の名人を招待する計画を立て，知りたいことなどを質

問事項にまとめる。（２）

○招待をするための準備をする。（２） ●疑問に思ったこと

体 ○名人を学校に招待し，体験活動を行ったり，お話を伺ったり や感想を名人に伝

験 する。（３） え，コミュニケー

す 例）・自然名人 ションを図ること

る ・しめ縄作り名人 ができる。

・野菜づくり名人 【コミュニケーション

・りんご作り名人 能力】

６ ○名人に教わったことをまとめる。（３）

○まとめたことを発表し，地域にはたくさんの名人がいること

を確認する。（２）

○お世話になった名人にお礼の手紙を書く。（１）

「新城といえば○○○」を考えよう（１２時間）

○生活科やこれまでの学習を振り返り，自分たちが住む地域の ●新城地区の環境や

７ よさを挙げる。（１） 人々について関心

○地域に住む大人（保護者）が感じている新城のよさをアンケ をもち，自分たち

調 ートにして聞き取り調査させる。（２） の生活とのつなが

○地域に住む大人（保護者）が感じる新城のよさをまとめて紹 りについて興味を

介し，地域のよさについて，話し合う。（５） もって調べようと

べ ○児童や大人が考える新城のよさについて，イメージマップを する。

８ 作りながら，「環境」「人と仕事」「自然，動植物」「伝統」な 【意欲・主体性】

・ どのようにグループ化する。（１） ●課題解決学習の方

９ る ○分類した項目の中で，興味をもったことや，調べてみたいこ 法や手順など，総

とについて学習課題を設定する。（１） 合的な学習の時間

○課題ごとにグループを作る。（１） の学び方を知る。

○課題に対する予想を立て，調べる方法を考える。（１） 【課題解決能力】

地域のよさを調べよう（１６時間） ●課題に対して，テ

○様々な調べ方を学ぶ。（１） ーマに沿った調べ

・電話をかける 方やまとめ方を工

ま ・ＦＡＸする 夫し，発表するこ

と ・インターネット とができる。

め ・図書室の本から必要な情報を抜き出す 【課題解決能力】

る ・アンケートをとる ●調査活動やまとめ

・インタビューする など る活動では，友達

○前時までの「調べ方」を生かして，課題について情報収集す と協力して活動す

る。（４） ることができる。

12 ○得られた情報を整理し，予想に対して調べた結果や考えをま 【コミュニケーショ

とめる。（２） ン能力】
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気仙沼市立新城小学校 第３学年 総合的な学習の時間 指導計画

主題名 地域のよさを調べよう

時間配当 ４月～９月，１１～３月（５３時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○様々な技能や特技をもった方について調べる活動を通して，自分たちが住む地域に関心をもつ。

○新城地区の環境や，産業など地域についての調査を通して，地域のよさを知り，自分たちが住む

地域への愛着を深める。

育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・新城地区の環境や人々について関心をもち，自分たちの生活とのつながりに

ついて興味をもって調べようとする。

課題解決能力 ・課題解決学習の方法や手順など，総合的な学習の時間の学び方を知る。

・課題に対して，テーマに沿った調べ方やまとめ方を工夫し，発表することが

できる。

コミュニケー ・疑問に思ったことや感想を相手に伝えることができる。

ション能力 ・調査活動やまとめる活動では，友達と協力して活動することができる。

自己の生き方を ・自分たちが住む地域のよさを知り，自分ができることが何かを考え，実践し

考える力 ようとする。

教科･道徳等との関連

・国語科：「話を聞いてメモをとろう」，「研究レポートを書こう」，「わたしたちの町の行事をし

ょうかいしよう」

・社会科：「学校のまわり」，「のこしたいもの つたえたいもの」

・道徳：「祭りだいこ（郷土愛）」

体験活動・活用人材

・地域の野菜づくり名人 ・地域の果樹園

・地域の自然名人 ・しめ縄作り名人 他

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 総合的な学習のガイダンス（１時間）

出 ○総合的な学習の時間で学習することや，学習の進め方を知る。 ●新城地区にいる名

会 （１） 人について，興味

う をもって調べよう

・ 地域の名人をさがそう（４時間） とする。

つ ○新城にはどんな名人がいるかを考える。（１） 【意欲・主体性】

か ※地域にはどんな名人がいるか，家族に聞き取り調査をさ

む せる。

○聞き取り調査をしてきたことを発表し，地域にはどんな名人

がいるかを知る。（１）

○新城・落合学区の地図を見て，名人がどこにいるかを確認す

る。（２）

※３年生の保護者に関係のある名人を取り上げるとよい。
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童
用
ル
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ブ
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ク

３
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
新
城
の
よ
さ
を
調
べ
よ
う
」
学
習
シ
ー
ト
（

月
日
）
３
年

組
名
前

ふ
り
か
え
り
の
め
や
す

学
習
を
ふ
り
か
え
ろ
う

で
き
た
も
の
に
○
を
つ
け
よ
う
。

学
び
方

４
３

２
１

を
ふ
り

（
）
新
城
の
よ
さ
に
つ
い
て
調
べ
た
い
こ
と
を
見
付
け
た
。

か
え
ろ

学
習
感
想

う
（

）
計
画
を
立
て
，
計
画
に
そ
っ
て
活
動
し
た
。

（
）
調
べ
た
こ
と
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
持
っ
た
。

（
）
学
級
の
友
達
や
家
族
に
向
け
て
，
工
夫
し
て
発
表
で
き
た
。

４
上
の
４
つ
が
す
べ
て
３
上
の
う
ち
３
つ
が
で
２
上
の
う
ち
２
つ
が
で
１
上
の
う
ち
１
つ
が
で

で
き
た
。

き
た
。

き
た
。

き
た
。

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
と
人

地
域
の
自
然
や
歴

桜
，
大
川
，
り
ん

考
え
方

の
つ
な
が
り
，
歴
史

の
つ
な
が
り
，
歴
史

史
に
つ
い
て
，
気
付

ご
園
な
ど
，
調
べ
た

４
３

２
１

に
つ
い

と
人
の
つ
な
が
り
，

と
人
の
つ
な
が
り
に

い
た
。

題
材
に
つ
い
て
，
気

て
ふ
り

４
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
３
気
付
い
た
。

２
１
付
い
た
。

学
習
感
想

か
え
ろ

の
思
い
に
気
付
い

う
た
。
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。
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気仙沼市立新城小学校 第３学年 総合的な学習の時間 指導計画

主題名 地域のよさを調べよう

時間配当 ４月～９月，１１～３月（５３時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○様々な技能や特技をもった方について調べる活動を通して，自分たちが住む地域に関心をもつ。

○新城地区の環境や，産業など地域についての調査を通して，地域のよさを知り，自分たちが住む

地域への愛着を深める。

育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・新城地区の環境や人々について関心をもち，自分たちの生活とのつながりに

ついて興味をもって調べようとする。

課題解決能力 ・課題解決学習の方法や手順など，総合的な学習の時間の学び方を知る。

・課題に対して，テーマに沿った調べ方やまとめ方を工夫し，発表することが

できる。

コミュニケー ・疑問に思ったことや感想を相手に伝えることができる。

ション能力 ・調査活動やまとめる活動では，友達と協力して活動することができる。

自己の生き方を ・自分たちが住む地域のよさを知り，自分ができることが何かを考え，実践し

考える力 ようとする。

教科･道徳等との関連

・国語科：「話を聞いてメモをとろう」，「研究レポートを書こう」，「わたしたちの町の行事をし

ょうかいしよう」

・社会科：「学校のまわり」，「のこしたいもの つたえたいもの」

・道徳：「祭りだいこ（郷土愛）」

体験活動・活用人材

・地域の野菜づくり名人 ・地域の果樹園

・地域の自然名人 ・しめ縄作り名人 他

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 総合的な学習のガイダンス（１時間）

出 ○総合的な学習の時間で学習することや，学習の進め方を知る。 ●新城地区にいる名

会 （１） 人について，興味

う をもって調べよう

・ 地域の名人をさがそう（４時間） とする。

つ ○新城にはどんな名人がいるかを考える。（１） 【意欲・主体性】

か ※地域にはどんな名人がいるか，家族に聞き取り調査をさ

む せる。

○聞き取り調査をしてきたことを発表し，地域にはどんな名人

がいるかを知る。（１）

○新城・落合学区の地図を見て，名人がどこにいるかを確認す

る。（２）

※３年生の保護者に関係のある名人を取り上げるとよい。
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○発表の仕方を学ぶ。（１）

・模造紙や画用紙にまとめる

・ペープサートを作り，劇で表現する

・クイズで聞き手の興味をひく など

１ ○調べて分かったことをまとめ，発表の準備をする。情報が足

りない点は再調査する。（６）

○発表会をして，グループで調べたことを紹介する。（２）

２ 地域のためにできることを考えよう（７時間） ●自分たちが住む地

生 ○各グループの発表内容から新城のよさを考える。（１） 域のよさを知り，

○新城のよさを生かすために，自分ができることを考え，実践 自分ができること

か する。（５） が何かを考え，実

例)・新城の豊かな自然を守るために，クリーン活動をし 践しようとする。

す よう。 【自己の生き方を考

・地域の人々とのつながりを作るために，あいさつ運 える】

３ 動をしよう。

○実践を振り返り，成長を振り返る。（１）

- 2 -

５ 名人をご招待（１３時間）

○地域の名人を招待する計画を立て，知りたいことなどを質

問事項にまとめる。（２）

○招待をするための準備をする。（２） ●疑問に思ったこと

体 ○名人を学校に招待し，体験活動を行ったり，お話を伺ったり や感想を名人に伝

験 する。（３） え，コミュニケー

す 例）・自然名人 ションを図ること

る ・しめ縄作り名人 ができる。

・野菜づくり名人 【コミュニケーション

・りんご作り名人 能力】

６ ○名人に教わったことをまとめる。（３）

○まとめたことを発表し，地域にはたくさんの名人がいること

を確認する。（２）

○お世話になった名人にお礼の手紙を書く。（１）

「新城といえば○○○」を考えよう（１２時間）

○生活科やこれまでの学習を振り返り，自分たちが住む地域の ●新城地区の環境や

７ よさを挙げる。（１） 人々について関心

○地域に住む大人（保護者）が感じている新城のよさをアンケ をもち，自分たち

調 ートにして聞き取り調査させる。（２） の生活とのつなが

○地域に住む大人（保護者）が感じる新城のよさをまとめて紹 りについて興味を

介し，地域のよさについて，話し合う。（５） もって調べようと

べ ○児童や大人が考える新城のよさについて，イメージマップを する。

８ 作りながら，「環境」「人と仕事」「自然，動植物」「伝統」な 【意欲・主体性】

・ どのようにグループ化する。（１） ●課題解決学習の方

９ る ○分類した項目の中で，興味をもったことや，調べてみたいこ 法や手順など，総

とについて学習課題を設定する。（１） 合的な学習の時間

○課題ごとにグループを作る。（１） の学び方を知る。

○課題に対する予想を立て，調べる方法を考える。（１） 【課題解決能力】

地域のよさを調べよう（１６時間） ●課題に対して，テ

○様々な調べ方を学ぶ。（１） ーマに沿った調べ

・電話をかける 方やまとめ方を工

ま ・ＦＡＸする 夫し，発表するこ

と ・インターネット とができる。

め ・図書室の本から必要な情報を抜き出す 【課題解決能力】

る ・アンケートをとる ●調査活動やまとめ

・インタビューする など る活動では，友達

○前時までの「調べ方」を生かして，課題について情報収集す と協力して活動す

る。（４） ることができる。

12 ○得られた情報を整理し，予想に対して調べた結果や考えをま 【コミュニケーショ

とめる。（２） ン能力】

- 1 -

気仙沼市立新城小学校 第３学年 総合的な学習の時間 指導計画

主題名 地域のよさを調べよう

時間配当 ４月～９月，１１～３月（５３時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○様々な技能や特技をもった方について調べる活動を通して，自分たちが住む地域に関心をもつ。

○新城地区の環境や，産業など地域についての調査を通して，地域のよさを知り，自分たちが住む

地域への愛着を深める。

育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・新城地区の環境や人々について関心をもち，自分たちの生活とのつながりに

ついて興味をもって調べようとする。

課題解決能力 ・課題解決学習の方法や手順など，総合的な学習の時間の学び方を知る。

・課題に対して，テーマに沿った調べ方やまとめ方を工夫し，発表することが

できる。

コミュニケー ・疑問に思ったことや感想を相手に伝えることができる。

ション能力 ・調査活動やまとめる活動では，友達と協力して活動することができる。

自己の生き方を ・自分たちが住む地域のよさを知り，自分ができることが何かを考え，実践し

考える力 ようとする。

教科･道徳等との関連

・国語科：「話を聞いてメモをとろう」，「研究レポートを書こう」，「わたしたちの町の行事をし

ょうかいしよう」

・社会科：「学校のまわり」，「のこしたいもの つたえたいもの」

・道徳：「祭りだいこ（郷土愛）」

体験活動・活用人材

・地域の野菜づくり名人 ・地域の果樹園

・地域の自然名人 ・しめ縄作り名人 他

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 総合的な学習のガイダンス（１時間）

出 ○総合的な学習の時間で学習することや，学習の進め方を知る。 ●新城地区にいる名

会 （１） 人について，興味

う をもって調べよう

・ 地域の名人をさがそう（４時間） とする。

つ ○新城にはどんな名人がいるかを考える。（１） 【意欲・主体性】

か ※地域にはどんな名人がいるか，家族に聞き取り調査をさ

む せる。

○聞き取り調査をしてきたことを発表し，地域にはどんな名人

がいるかを知る。（１）

○新城・落合学区の地図を見て，名人がどこにいるかを確認す

る。（２）

※３年生の保護者に関係のある名人を取り上げるとよい。
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○発表の仕方を学ぶ。（１）

・模造紙や画用紙にまとめる

・ペープサートを作り，劇で表現する

・クイズで聞き手の興味をひく など

１ ○調べて分かったことをまとめ，発表の準備をする。情報が足

りない点は再調査する。（６）

○発表会をして，グループで調べたことを紹介する。（２）

２ 地域のためにできることを考えよう（７時間） ●自分たちが住む地

生 ○各グループの発表内容から新城のよさを考える。（１） 域のよさを知り，

○新城のよさを生かすために，自分ができることを考え，実践 自分ができること

か する。（５） が何かを考え，実

例)・新城の豊かな自然を守るために，クリーン活動をし 践しようとする。

す よう。 【自己の生き方を考

・地域の人々とのつながりを作るために，あいさつ運 える】

３ 動をしよう。

○実践を振り返り，成長を振り返る。（１）
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５ 名人をご招待（１３時間）

○地域の名人を招待する計画を立て，知りたいことなどを質

問事項にまとめる。（２）

○招待をするための準備をする。（２） ●疑問に思ったこと

体 ○名人を学校に招待し，体験活動を行ったり，お話を伺ったり や感想を名人に伝

験 する。（３） え，コミュニケー

す 例）・自然名人 ションを図ること

る ・しめ縄作り名人 ができる。

・野菜づくり名人 【コミュニケーション

・りんご作り名人 能力】

６ ○名人に教わったことをまとめる。（３）

○まとめたことを発表し，地域にはたくさんの名人がいること

を確認する。（２）

○お世話になった名人にお礼の手紙を書く。（１）

「新城といえば○○○」を考えよう（１２時間）

○生活科やこれまでの学習を振り返り，自分たちが住む地域の ●新城地区の環境や

７ よさを挙げる。（１） 人々について関心

○地域に住む大人（保護者）が感じている新城のよさをアンケ をもち，自分たち

調 ートにして聞き取り調査させる。（２） の生活とのつなが

○地域に住む大人（保護者）が感じる新城のよさをまとめて紹 りについて興味を

介し，地域のよさについて，話し合う。（５） もって調べようと

べ ○児童や大人が考える新城のよさについて，イメージマップを する。

８ 作りながら，「環境」「人と仕事」「自然，動植物」「伝統」な 【意欲・主体性】

・ どのようにグループ化する。（１） ●課題解決学習の方

９ る ○分類した項目の中で，興味をもったことや，調べてみたいこ 法や手順など，総

とについて学習課題を設定する。（１） 合的な学習の時間

○課題ごとにグループを作る。（１） の学び方を知る。

○課題に対する予想を立て，調べる方法を考える。（１） 【課題解決能力】

地域のよさを調べよう（１６時間） ●課題に対して，テ

○様々な調べ方を学ぶ。（１） ーマに沿った調べ

・電話をかける 方やまとめ方を工

ま ・ＦＡＸする 夫し，発表するこ

と ・インターネット とができる。

め ・図書室の本から必要な情報を抜き出す 【課題解決能力】

る ・アンケートをとる ●調査活動やまとめ

・インタビューする など る活動では，友達

○前時までの「調べ方」を生かして，課題について情報収集す と協力して活動す

る。（４） ることができる。

12 ○得られた情報を整理し，予想に対して調べた結果や考えをま 【コミュニケーショ

とめる。（２） ン能力】



・盛岡市の自主研修の計画を立てる。（２）

観光，産業，文化などのテーマをもって計画をする。

・他地域と気仙沼市を比較してまとめる。（４）

１ 未来の気仙沼について考えよう（１０時間） ●課題解決までの見通しをもち，

・これまで学習したことを振り返り，どんな気仙沼に 計画を立てることができる。

していきたいか考える。（２） 【課題解決能力】

例 ・観光都市として ・漁業都市として

・食のまちとして ・防災都市として

・環境都市として ・未来都市として

・福祉の街として

・自分が描いた気仙沼についてさらに詳しく追究す

る。各自課題を決める。（１） ●収集した情報を整理・分析し，

ま ・調査計画を立てる。（１） 課題解決へと結び付けることがで

と ・課題について調べ，未来の気仙沼市像を考える。 きる。 【課題解決能力】

め （６）

る 〈調べる方法の例〉

インターネット，電話インタビュー，気仙沼市報

など

未来の気仙沼について伝え合おう（１０時間） ●気仙沼の特徴やこれからの気仙

深 ・調べたことをまとめる。（４） 沼について感じたり，考えたりし

め 〈まとめ方の例〉 たことをまとめ，表現することが

る ポスター形式，新聞形式，パンフレットなど できるようにする。

２ ・ ・互いに発表を見合い，アドバイスし合ってよりよい 【コミュニケーション能力】

広 発表にする。（２） ●自分たちができることを考える

げ ・アドバイスをもとに，発表を修正したり，練習した ことができるようにする。

る りする。（２） 【自己の生き方を考える能力】

・まとめたことを保護者や地域へ発表する。（１）

・これからの気仙沼について話合い，自分たちができ

ることを考える。（１）

気仙沼市立新城小学校 第６学年 総合的な学習の時間 指導計画

単元名 未来の気仙沼を描こう

時間配当 ４月～７月,１月～２月（３８時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○ 気仙沼の特徴や震災からの復興計画，復興の様子について調べたり，これからの気仙沼を考え

たりする活動を通して，ふるさとに対する理解や愛着を深める。育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・気仙沼の産業や観光などに興味をもち，自ら追究する。

課題解決能力 ・計画的に調査したり，友達と話し合ったりしながら，収集した情報を整理・分析

し，課題解決へと結び付けることができる。

コミュニケー ・調べる方法を多角的に考えたり，友達の考えを聞いたりすることで，自分の考え

ション能力 や方法などを修正したり，深めたりすることができる。

・調査を通して，気仙沼の特徴やこれからの気仙沼について感じたり，考えたりし

たことを自分の生活と関連付けながらまとめ，表現することができる。

自己の生き方 ・一連の学習を通して，気仙沼のよさに気づき，ふるさとを愛する心をもち，自分

を考える力 たちができることを考えることができる。

教科･道徳等との関連

・社会科：６年 わたしたちの願いを実現する政治

・国語：町の幸福論 ・道徳：みんなのために（郷土愛）

体験活動・活用人材

・気仙沼の水産業について（三陸新報の記者，漁協職員）

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 気仙沼について知ろう（１０時間）

○ウェビングで気仙沼のイメージを広げ，本題材の流 ●気仙沼の産業や観光に関心をも

出 れを知る。（１） つことができる。【意欲・主体性】

会

う ○気仙沼市の特徴について調べ，理解する。（５） ●気仙沼について深く追求したい

・ゲストティーチャーの話を聞いて気仙沼市の現状 課題を設定することができる。

について理解する。 【コミュニケーション能力】

資料・・・わたしたちの気仙沼デジタル版

５ 気仙沼市公式WEBサイト

例： ○水産業のまちとしての気仙沼

・気仙沼ではどんな魚がとれるのか。

・年間の水揚げ高はどのくらいか。

・漁業に関する施設はどんなものがあるか。

・消費地への輸送はどうなっているのか。

○観光のまちとしての気仙沼

・観光名所（国立公園，大島，魚市場など）

・宿泊施設にはどんなところがあるか。

・年中行事やお祭りにはどんなものがあるか。

６ つ 他地域と気仙沼を比較してみよう（１２時間） ●収集した情報を整理・分析し，

か ・修学旅行地の盛岡市，仙北市，平泉町について調べ 課題解決へと結び付けることがで

む る。（６） きる。 【課題解決能力】
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・盛岡市の自主研修の計画を立てる。（２）

観光，産業，文化などのテーマをもって計画をする。

・他地域と気仙沼市を比較してまとめる。（４）

１ 未来の気仙沼について考えよう（１０時間） ●課題解決までの見通しをもち，

・これまで学習したことを振り返り，どんな気仙沼に 計画を立てることができる。

していきたいか考える。（２） 【課題解決能力】

例 ・観光都市として ・漁業都市として

・食のまちとして ・防災都市として

・環境都市として ・未来都市として

・福祉の街として

・自分が描いた気仙沼についてさらに詳しく追究す

る。各自課題を決める。（１） ●収集した情報を整理・分析し，

ま ・調査計画を立てる。（１） 課題解決へと結び付けることがで

と ・課題について調べ，未来の気仙沼市像を考える。 きる。 【課題解決能力】

め （６）

る 〈調べる方法の例〉

インターネット，電話インタビュー，気仙沼市報

など

未来の気仙沼について伝え合おう（１０時間） ●気仙沼の特徴やこれからの気仙

深 ・調べたことをまとめる。（４） 沼について感じたり，考えたりし

め 〈まとめ方の例〉 たことをまとめ，表現することが

る ポスター形式，新聞形式，パンフレットなど できるようにする。

２ ・ ・互いに発表を見合い，アドバイスし合ってよりよい 【コミュニケーション能力】

広 発表にする。（２） ●自分たちができることを考える

げ ・アドバイスをもとに，発表を修正したり，練習した ことができるようにする。

る りする。（２） 【自己の生き方を考える能力】

・まとめたことを保護者や地域へ発表する。（１）

・これからの気仙沼について話合い，自分たちができ

ることを考える。（１）

気仙沼市立新城小学校 第６学年 総合的な学習の時間 指導計画

単元名 未来の気仙沼を描こう

時間配当 ４月～７月,１月～２月（３８時間） 分類領域 地域学習（環境）

ね ら い

○ 気仙沼の特徴や震災からの復興計画，復興の様子について調べたり，これからの気仙沼を考え

たりする活動を通して，ふるさとに対する理解や愛着を深める。育てたい資質・能力及び態度

意欲・主体性 ・気仙沼の産業や観光などに興味をもち，自ら追究する。

課題解決能力 ・計画的に調査したり，友達と話し合ったりしながら，収集した情報を整理・分析

し，課題解決へと結び付けることができる。

コミュニケー ・調べる方法を多角的に考えたり，友達の考えを聞いたりすることで，自分の考え

ション能力 や方法などを修正したり，深めたりすることができる。

・調査を通して，気仙沼の特徴やこれからの気仙沼について感じたり，考えたりし

たことを自分の生活と関連付けながらまとめ，表現することができる。

自己の生き方 ・一連の学習を通して，気仙沼のよさに気づき，ふるさとを愛する心をもち，自分

を考える力 たちができることを考えることができる。

教科･道徳等との関連

・社会科：６年 わたしたちの願いを実現する政治

・国語：町の幸福論 ・道徳：みんなのために（郷土愛）

体験活動・活用人材

・気仙沼の水産業について（三陸新報の記者，漁協職員）

月 段階 主な活動内容 評価規準

４ 気仙沼について知ろう（１０時間）

○ウェビングで気仙沼のイメージを広げ，本題材の流 ●気仙沼の産業や観光に関心をも

出 れを知る。（１） つことができる。【意欲・主体性】

会

う ○気仙沼市の特徴について調べ，理解する。（５） ●気仙沼について深く追求したい

・ゲストティーチャーの話を聞いて気仙沼市の現状 課題を設定することができる。

について理解する。 【コミュニケーション能力】

資料・・・わたしたちの気仙沼デジタル版

５ 気仙沼市公式WEBサイト

例： ○水産業のまちとしての気仙沼

・気仙沼ではどんな魚がとれるのか。

・年間の水揚げ高はどのくらいか。

・漁業に関する施設はどんなものがあるか。

・消費地への輸送はどうなっているのか。

○観光のまちとしての気仙沼

・観光名所（国立公園，大島，魚市場など）

・宿泊施設にはどんなところがあるか。

・年中行事やお祭りにはどんなものがあるか。

６ つ 他地域と気仙沼を比較してみよう（１２時間） ●収集した情報を整理・分析し，

か ・修学旅行地の盛岡市，仙北市，平泉町について調べ 課題解決へと結び付けることがで

む る。（６） きる。 【課題解決能力】
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